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設計及び工事の方法 

 

（制御棒案内管の製作） 

 

申請内容対比表 

 

 

 

令和 3年 3月 4 日 

日本原子力研究開発機構 原子力科学研究所 
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H2改造時設工認（その 3） 
 

申請：昭和 61年 5月 16付け 61原研 19第 12号 
補正：昭和 61年 8月 7日付け 61原研 19第 17号 

認可：昭和 61年 8月 20日付け 61安（原規）第 78号 

設工認（その 11） 
申請：令和元年 8月 8日付け令 01原機（科研）008 
補正：令和 2年 5月 8日付け令 02原機（科研）001 

令和 2年 8月 21日付け令 02原機（科研）008 
認可：令和 2年 10月 28日付け原規規発第 2010286号 

設工認（制御棒案内管の製作） 
申請：平成 23年 8月 19日付け 23原機（科研）020 
補正：令和 2年 2月 6日付け令 01原機（科研）032 

令和 3年 2月 26日付け令 02原機（科研）025 

備考 

設計条件 

 

 

 

 

 

 

 

設計仕様 

 

 

 

設計条件 

名称 制御棒案内管 ベースプレート 反射体押え 

機器種別 炉心支持構造物 

耐震クラス S 

流体の種類 軽水 

最高使用温度 100℃ 

概略図 添付書類 4 添付図表に示す 

備考 注 1 

注 1：耐震下位クラスの設備機器（上部遮蔽体、冠水維持設備以外の１次冷

却系設備（原子炉プール内配管）、冷中性子源装置のうちクライオスタ

ット）による当該機器への上位波及影響については、当該機器に対し

て上位波及影響を及ぼすおそれのある機器が S クラス相当の地震力で

耐震評価をしても十分な裕度を有することをもって担保する。なお、

上部遮蔽体、冠水維持設備以外の１次冷却系設備（原子炉プール内配

管）、冷中性子源装置のうちクライオスタットの耐震評価については

「JRR-3 の変更に係る設計及び工事の計画の認可申請書（その１３）」

にて申請する。 

 

【添付書類 3-4-5.制御棒案内管の耐震強度評価】 

設計降伏点及び設計引張強さ 

本計算書で使用する材料の最高使用温度における設計降伏点及び設計

引張強さを以下に示す。 

 

材質名 
設計降伏点 

Sy(N/mm2) 

設計引張強さ 

Su(N/mm2) 

A6063T-T6 154 164 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件 

名称 制御棒案内管 

機器種別 炉心支持構造物 

耐震条件 Ｓ 

流体の種類 軽水 

最高使用温度 100 ℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計仕様 

名称 制御棒案内管 

形式 角管形 

主
要
寸
法 

外寸法（mm） 77 × 77 

内寸法（mm） 66.2 × 66.2 

厚さ（mm） 5 

長さ（mm） 3350 

主
要
材
料 

プラグ A6063BE-T6（JIS H 4040）＊ 

案内管 A6063S-T6（JIS H 4100）＊ 

バネ SUS630（JIS G 4303） 

個数 4 

図 図-1 

表 表-1 

＊「試験研究用原子炉施設に関する構造等の技術基準」を満足するもの。 

 

 

下 線 部 は

R3.2 月末の

補正内容 
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H2改造時設工認（その 3） 
 

申請：昭和 61年 5月 16付け 61原研 19第 12号 
補正：昭和 61年 8月 7日付け 61原研 19第 17号 

認可：昭和 61年 8月 20日付け 61安（原規）第 78号 

設工認（その 11） 
申請：令和元年 8月 8日付け令 01原機（科研）008 
補正：令和 2年 5月 8日付け令 02原機（科研）001 

令和 2年 8月 21日付け令 02原機（科研）008 
認可：令和 2年 10月 28日付け原規規発第 2010286号 

設工認（制御棒案内管の製作） 
申請：平成 23年 8月 19日付け 23原機（科研）020 
補正：令和 2年 2月 6日付け令 01原機（科研）032 

令和 3年 2月 26日付け令 02原機（科研）025 

備考 

【添付図表】 

 
 

【添付計算書】 

・添付計算書Ⅱ－1 耐熱計算書の 2.5 制御棒案内管の耐熱計算 

・添付計算書Ⅲ－1 耐放射線強度計算書 

 

・添付計算書Ⅴ－1 耐震性についての説明書 

・添付計算書Ⅴ－2 申請設備の係る耐震設計の基本方針 

・添付計算書Ⅴ－3 原子炉本体の地震応答解析 

・添付計算書Ⅴ－6 炉心構造体の耐震強度計算書 5.制御棒案内管の

耐震強度計算 

 

【添付書類 4.添付図表】 

 

 

 

【添付計算書】 

 

 

 

・添付書類 1.耐震性に関する説明書 

・添付書類 2.申請設備に係る耐震設計の基本方針 

・添付計算書 3-1.原子炉本体の地震応答解析 

・添付計算書 3-4-5.制御棒案内管の耐震強度評価 

・添付書類 7.制御棒の挿入性に係る説明書（中性子吸収体及びフォロワ型燃

料要素） 

 

 

 

【添付計算書】 

・添付書類 2.制御棒案内管の耐熱及び耐放射線強度について 

（耐熱及び耐放射線強度の計算書は H2改造時設工認（その 3）から変更

はない） 

・添付書類 1.制御棒案内管の耐震性に関する説明書 

（制御棒案内管の耐震性に関する計算書は設工認（その 11）から変更は

ない） 

 


